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１．はじめに 

宮城県登米市に位置する伊豆沼・内沼はラムサ

ール条約の登録地に指定されている重要な湿地だ

が，富栄養化に伴う植物種の減少等が大きな問題

となっている．その湖岸地域は，ツルスゲやヤナ

ギトラノオ等の北方種とガガブタやヒメシロアサ

ザといった南方種が同所的に分布する学術的に重

要な湿地帯であり，ヌマアゼスゲやコツブハリイ

等の東日本平野部を特徴づける種もみられてい

た．しかし，現在では湖岸にマコモやヨシ群落が

帯状に広がる景観が残っている群落は減少してお

り，種多様性保全の観点からもその重要性が指摘

されている．このような湖岸植生の劣化は，鳥類

や水生植物の生息を悪化させるだけでなく，景観

の悪化ももたらす 1)．  

水質・環境悪化による植物群落の消失が問題と

なっている伊豆沼・内沼であるが，湖岸の一部地

域に水中の栄養分が少なく，底質中の栄養分が十

分に植物に供給されないような土地で成立する湿

原生態系と考えられる植物群落が存在している．

このような群落は，伊豆沼・内沼でも過去に水田

が造成されていない手付かずの場所に限られる． 

本研究では，この群落がどのような要因で成立し

ているかを植生調査・水質調査から評価した． 

 

２．研究方法  

(1) サンプルの採取及び分�析 

 

2021年 6月および 10月に伊豆沼・内沼湖岸の各

地点においてミズトール(Daiki)で採取した土壌間

隙水，底質のサンプリングを行なった(図 1) ．土

壌間隙水は 0.45μm のメンブランフィルターでろ

過し，コンパクト電気伝導率計(LAQUAtwin-EC-

33B, HORIBA Scientific)を用いて電気伝導率の計

測，イオンクロマトグラフ(Integrion, Thermo 

Fisher Scientific)を用いてイオン成分の定量を行な

った．また，底質は乾燥させて乳鉢で粉末状に

し，有機微量元素分析装置(Flash2000, Thermo 

Fisher Scientific)および次世代型同位体比質量分析

装置(DELTA V ADVANTAGE, Thermo Fisher 

Scientific)を用いて安定同位体窒素，安定同位体炭

素，含有窒素量，含有炭素量の計測を行なった．  

(2) 湿原植物群落が形成されうる地域の推定  

顕著に湿原生態系の特徴が表れていると予測さ

れる土地を水質・土壌の性状から絞り込むため

に，これらの測定結果を用いて主成分分析を行

い，電気伝導率と照らし合わせることで地点を推

定した．なお，今回湿原の特徴として推定に用い

たものは以下のとおりである． 

① 土壌間隙水の電気伝導度が 75μS/cm未満 2) 

② 土壌間隙水中の栄養分が少ない 3) 

③ 土壌間隙水中の鉱物性溶存物質が少ない 3) 

④ 土壌が泥炭(枯死した湿原植物から成る)で構

成されており，土壌中の炭素・窒素の量が多

い 4) 
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３．結果及び考察 

(1) 湿原植物群落が成立している地点の推定 

測定地点のうち砂子崎の地点 4(砂子崎 4)と井守

沢の地点 2，3(井守沢 2，井守沢 3)の三カ所が安

定して電気伝導率が 75μS/cm以下(図 2)で，主成

分分析(図 3)の結果から上記②，③，④の傾向を

比較的強く示していたため，最も湿原生態系が成

立する可能性が高い． 

(2) 推定した地点で優占している植物群落 

伊豆沼の植生分布のデータから，砂子崎 4，井

守沢 2では絶滅危惧種の湿原植物であるツルスゲ群

落が優占していた．また，砂子崎 4では，さらに絶

滅危惧種であるカキツバタの分布が確認された．井

守沢 3ではカサスゲ群落の優占が確認された．三地

点に絞り込みを行ったうちの二地点で同様の群落の

分布が確認されたことから，伊豆沼・内沼ではツル

スゲ群落が成立している地域は湿原生態系である可

能性が高いことがわかった． 

(3) ツルスゲ群落の水質について 

サンプルデータから，砂子崎 4と井守沢 2，3で

は他地域と比較して安定してMg, Ca, Clイオンの値

が低かった．また，NO3-Nや NO2-N，PO4-Pなどの

栄養塩類は，土壌水中からはほとんど検出されなか

った．フッ素イオンと硫酸イオンの数値も有意に低

いことが認められた．これらの地域は，水田が造成

されていないために農薬などによる土壌汚染が発生

しておらず，生活排水や農業用水等の汚染物質が流

入しにくいのではないかと推察された． 

今後，月毎の水質データを増加させることによっ

て，より高精度な分析を行うことができると考える. 

 

４．まとめ 

本研究では伊豆沼・内沼における湿原地域の推定

を行い，絞り込みを行った地点の水質について考察

した．その結果，水質データとツルスゲ群落の分布

について関連性がみられ，成立要因としては金属イ

オンの少なさが特に影響していることが示唆され

た． 

 
図１ 現場調査サンプリング地点 

 
図 2 地点ごとの電気伝導率 

 

図 3 主成分分析による地点ごとの傾向 
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